
令和元年度第３回柏市立図書館協議会 

令和２年３月１８日 

 

氏 名【三浦  章宏  委員（会長）】  

協議事項意見書  

テーマ  図書館が支援できる創造的活動と

は  

【意見記入欄】  

 Ａ Ｉ・ＩＣＴによって図書館は３つの方向性（活動）も考えて

いく必要もある。  

 

１ ．建物を必要としない，ネット社会の情報提供  

 (1)  電 子書籍，郷土資料のデジタル発信，検索と物流による在  

   宅 利用，学校での活用  

 

２ ．建物を中心とした仲間（地域）交流（情報共有）  

 (1)  Ｓ ＮＳで情報交換し，交流のために会議室（図書館）に集  

   ま る読書会，学習会，料理教室（そばうち等々）  

 (2)  高 齢者，子ども，主婦等の交流の場，講演会，おはなし  

   会 ，病気等の情報交換の場  

 

３ ．個人の「いきぬき」と「にげ場」  

 (1)  ひ きこもり，不登校，独居者等々，コンピュータやスマホ  

   で は満足できない住民が，ネット上で図書館を知ることに  

   よ り来館する。  

 

 



令和元年度第３回柏市立図書館協議会 

令和２年３月１８日 

 

氏 名【松清  智洋  委員（副会長）】  

協議事項意見書  

テーマ  図書館が支援できる創造的活動と

は  

【意見記入欄】  

４つの P（ p r oj ec t ,p as s i o n ,p l ay ,p eer s )  

 

     Pr o j ec t (プ ロジェクト )→・個別最適化  

 

     Pas s i o n(情熱 )/p l ay (遊 び )/p eer s (仲 間 )  

             ↓  

・  子どもに限らず 市民の個々のニ ーズ（＝課題提 起，問題解決

のプロセス）に 対して，図書館 がどう寄り添え るか。（ ←司

書の役割）  

 

・  1 対 1 の人間関係ではなく，図書館という施設全体が，市民ひ

とりひとりを支援する意識  

 

・  発見する楽しさ ，達成する喜び ，学びの楽しさ を共感できる

場づくり  

 

 



令和元年度第３回柏市立図書館協議会 

令和２年３月１８日 

 

氏 名【笹間  ひろみ  委員】  

協議事項意見書  

テーマ  図書館が支援できる創造的活動と

は  

【意見記入欄】  

 宮 島委員の発表の中にあった創造的な学びのための 4 つの要素

（ p r o j ec t ,p ass i o n ,p lay ,p eer s） が印象的でした。  

 学 校の授業が本質的に変わらないというお話でしたが，来年度

から本格実施となる新学習指導要領のテーマである「主体的・対

話的で深い学び」と重なる部分があり，学校現場は子どもたちが

目的意識を持って興味深く楽しく学び，仲間と共に学ぶことで，

知識を広げ深めていくように授業改善に取り組んでいます。  

 学 校教育と社会教育のちがいは，社会教育では子どもが好きな

こと・興味のあることに，とことん取り組めるところであると思

います。  

 図 書館はそんな願いをかなえる地域の核であってほしいと思い

ます。  

 新 しい知識と人との関わりを求める市民に応じられるような場

であってほしいと願います。柏市内には魅力的な人材がたくさん

いらっしゃると思うので，その方たちの専門的知識と本とをつな

ぐ機会をつくっていただけたらと思います。  

 イ ベントはもちろん，分館の機能充実に期待します。同時に，

この協議会に参加し，図書館を応援する人がたくさんいることを

感じています。ボランティアを募ったり，企業と連携することも

ひとつの手段であると思います。  

 私 も少しでもお力になれたらと思っております。  

 一 年間参加させていただき，図書館が変わろうとする意欲を感

じました。ありがとうございました。  

 



令和元年度第３回柏市立図書館協議会 

令和２年３月１８日 

 

氏 名【大野  都  委員】  

協議事項意見書  

テーマ  図書館が支援できる創造的活動と

は  

【意見記入欄】  

 『 主体的・対話的で深い学び』に教育が変化する中で，すでに

学校教育の中でも，作る（情報を集める）⇒遊ぶ（資料作成）⇒

共有（発表する）⇒振り返り（話し合う）という形で探究活動が

行われている。その中で，子どもたちが見つける学びの種は多種

多様であり，そこが学びの原点となってきている。  

 子 どもたちの学びの種を広げる多種多様な学びの場を提供する

ことができるのが，市立図書館ではないだろうか？  

 多 様性のあるコミュニティーを作り，生涯学習としての学び続

ける場を作り， <学ぶ人 >から <メ ンター >へ育っていく，そんな

場所作りを考えてもらいたい。  

 「 学びたいという思いが学びにつながる」この思いを大切にし

たい。教育委員会で行っている「調べる学習コンクール」を学び

の種探しに役立てたい。  

 

追 記  

 市 立図書館は創造的な活動を構築していくことも大切ですが，

公立図書館の本来の使命，図書館としての機能の充実をはかって

いただきたいと思っています。  

 

 



令和元年度第３回柏市立図書館協議会 

令和２年３月１８日 

 

氏 名【羽村  太雅  委員】  

協議事項意見書  

テーマ  図書館が支援できる創造的活動と

は  

【意見記入欄】  

創造性を促す４つの要素（４つの P）  

【 Pr o j ec t】  

・世にある面白い Pr o j ec t の 紹介  

・歴史の中でどんなユニークな Pr o j ec t が あったのかをレビュー  

 Pr o j ec t が 紹介された本の特集（先人から学ぶ）  

【 Pass i o n】  

・情熱的な人を見る，話を聞く，関わる機会の創出  

Ex .・ 講演会的イベント（柏１００人カイギ等。コラボ？図書館  

   版 の類似イベント？）。  

  ・ 情熱大陸的映像での紹介→動画作成時の編集方針が必要  

  ・ 「アツい人図鑑」とでも言うべき冊子など（伝記集？）  

【 Pl ay】  

・図書館との関わりが薄い層が「参加したい」と思えるエッジの  

 聞 いたユニークな遊び心あふれるプロジェクトに！！  

・低関与層への情報発信と，彼ら彼女らに響く発信方法を！  

 Y o ut u b e ,T i kT o k , I ns t agr am 等  

 単 なる Faceb o o k や Web ページ（ホームページ）のような一方  

 通 行的な情報発信だけでなく，双方向的になるように。  

【 Peer】（仲間）  

・仲間作り，ネットワーキング，イベント？テーマ別のマッチン  

 グ データベース？おみあい的な紹介システム？  

・メンター集め  

  



令和元年度第３回柏市立図書館協議会 

令和２年３月１８日 

 

氏 名【宮島  衣瑛  委員】  

協議事項意見書  

テーマ  図書館が支援できる創造的活動と

は  

【意見記入欄】  

ハードウェアの観点から  

・コンピュータを使った創作活動を認める場を確保する  

・材料や機材の提供（ないしは販売）  

・電源と Wi -Fi  ！ ！  

 

ソ フトウェアの観点から  

・ Cr ea t i ve  Lear n i ng  Sp i r a l に 沿った仕組みデザイン  

（特に， sh ar e(共 有 )と r e f l ec t（ 振り返り）  

 

  



令和元年度第３回柏市立図書館協議会 

令和２年３月１８日 

 

氏 名【窪田  友子  委員】  

協議事項意見書  

テーマ  図書館が支援できる創造的活動と

は  

【意見記入欄】  

 

公 共の場で異年齢、知識や経験の違う雑多な人が混ざり、作っ

て遊んで仲間と共有し，また再挑戦するスパイラル構造が，創造

的な学びになっていくと実感した。  

 ア イデアが行ったり来たりすることで，子どもたちの考えがま

とまることにつながると思う。  

 

 仲 間との交流や気づき，背中を押してくれる支援の場，きっか

け作りの場，多様な経験と異年齢の集まる開放的なメンター拠点

で、調べる、探す、話す、聴くという事を重ねる場所、共に感動

する環境づくりを図書館に期待したい。  

 

 創 造的なこととは，目に見えるアウトプットがなくても，今ま

での自分とは違った自分に出会うことと大きくとらえても良いの

ではとも思う。  

 

追 記）コロナ対策により集うことができない図書館を痛感して

い る 。 し か し 、 図 書 館 の Ｉ Ｔ 環 境 充 実 に つ な が る 機 会 だ と も 思

う。  

  



令和元年度第３回柏市立図書館協議会 

令和２年３月１８日 

 

氏 名【増山  暁美  委員】  

協議事項意見書  

テーマ  図書館が支援できる創造的活動と

は  

【意見記入欄】  

 情 報提供の講義内容は，子どもの創造的（性）を伸ばすもので

した。  

 現 在は，子どもを重視している社会ではあると思いますが，図

書館は子どもの他に様々な年代の人が関わりがあるはずです。  

 あ る程度年齢のいった高齢者と言われる人たちを対象とした，

創造的活動がないだろうかと考えます。例えば，近現代資料の収

集・保存・活用の推進事業に，高齢者パワーを利用したらいかが

かと考えます。  

 

  



令和元年度第３回柏市立図書館協議会 

令和２年３月１８日 

 

氏 名【菅原  京子  委員】  

協議事項意見書  

テーマ  図書館が支援できる創造的活動と

は  

【意見記入欄】  

 グ ローバル社会にあって，創造的な学びは大変重要です。小学

生からコンピュータを使い，ゲームなど遊び感覚で使えるように

なる事で，最初は小さな一歩でも，社会に出る頃には，自由に創

造的に人生を切り開いていけると思います。  

 日 本の企業も，そうした若者の人材育成を必要とし，力を入れ

ています。  

 こ れからの社会に，世界に活躍するうえで学校現場で教員だけ

にとどまる事なく地域企業の力を借り，コンピュータ創造の学び

をするべきだと思います。  

 幼 稚園・保育園の子供が，何の説明もせずスマートフォンなど

操作している時代，子供はおもちゃ感覚・遊び感覚で，学ぶとい

う意識がありません。  

 図 書館においても，空き場所を利用して，学ぶ場所やコーナー

を設置してださると良いと思います。  

 

 子 供の想像力は大人が思っているよりはるかに進んでいると思

います。貧困の家庭の子供たちにも，そのような機会をつくって

あげてほしいです。  

 図 書館ならできると思います。  

 み んなに，すべての子供たちに等しいチャンスを！  

 

 

 



令和元年度第３回柏市立図書館協議会 

令和２年３月１８日 

 

氏 名【丹間  康仁  委員】  

協議事項意見書  

テーマ  図書館が支援できる創造的活動と

は  

【意見記入欄】  

・  図書館において も個人に最適化 したサービスが 求められるよ

う に な る と 考 え る が ， そ の 際 に ， 「 個 と は 何 か 」 が 問 わ れ

る。それは，他 者から閉ざされ た個ではなく， 他者や環境と

の相互作用のな かで存在する個 であると考える 。だからこそ

対話が重視される。  

・  こ の 前 提 に 立 っ た と き ， 図 書 館 に お い て は ， （ ミ ッ チ ェ

ル・）レズニック（事務局注：米 M I T（ マサチューセッツ工

科大学）メディ アラボ教授。子 供向けプログラ ミング言語学

習環境「 scr a t ch」 の 開 発者 で，創造的な学びの提唱者 ）の論

じ た 創 造 的 学 び の ス パ イ ラ ル の う ち ， 「 p l ay 」 「 sh ar e 」

「 r ef l ec t」 の プ ロ セ ス が特 に 重 要 に な って く る と 考 え る。 図

書館というと真 面目に個人で利 用するイメージ だが，その概

念を打ち壊し，遊び心を持って仲間（ p eer s） と しての他の市

民 ・ 利 用 者 と ， 時 間 や 空 間 を 共 有 し な が ら 利 用 す る （ 過 ご

す ） 場 に な れ ば と 考 え る 。 そ れ に は ， 様 々 な 事 業 も も ち ろ

ん ， 図 書 館 員 が ， メ ン タ ー と し て の 資 質 を 持 つ 必 要 が あ っ

て ， そ の た め の 研 修 を 図 書 館 で は な い 機 関 と の 連 携 （ 児 童

館・プレイパー クなど）に基づ いて実施するこ とも有効であ

ろう。  

・  今回の協議テー マは創造的活動 に対する図書館 の支援という

ことであるが， 図書館自体を創 造的な場にして いく。まち自

体が創造都市と なって，まちの 創造的拠点とし ての図書館を

目指したい。  



令和元年度第３回柏市立図書館協議会 

令和２年３月１８日 

 

 

・  小さなプロジェ クトを市民や子 どもに対してた くさん投げか

けていく。図書 館がさまざまな 課題提起をして いくことが重

要である。  

 

  



令和元年度第３回柏市立図書館協議会 

令和２年３月１８日 

 

氏 名【田中  礼二郎  委員】  

協議事項意見書  

テーマ  図書館が支援できる創造的活動と

は  

【意見記入欄】  

 子 どもや教育の過程にある人たちには，それ相応の施設もある

と思います。ですので，図書館は学校を卒業した人や，学業から

離れている人に，知ることの楽しさを伝えられる場であるとよい

と思います。  

 特 に学業を終えると，勉強や学ぶことはおしまいと考える人が

多い風潮にあると思いますので，そうではなく，誰でも学びたい

時に学ぶことが恥ずかしくない，当然のことだと周知させられる

のが望ましいと思います。その拠点に図書館がなるといいと思い

ます。  

 

 


